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経営理念、ビジョン、価値観
健康は、人々の人生においてかけがえのないもの。より良いヘルスケアを、患者さんが選択できるために。
ＰＨＣグループは、研究・医療機器、ヘルスケア ITソリューションを世界各地で展開しています。
目指すのは、高品質な医療を、誰もが身近に享受できる未来の実現。
私たちの強みである精緻な技術を基盤に、医療従事者や研究者の皆さまと共創し、健康を願うすべての人々のために、
ヘルスケアの未来を切り拓いていきます。

経営理念
■

わたしたちは、たゆみない努力で
健康を願うすべての人々に新たな価値を創造し

豊かな社会づくりに貢献します

ビジョン
■

精緻な技術で
ヘルスケアの未来を切り拓くリーダーとなる

価値観
■

●   探究心で世界を広げ、 
あらゆる物事から 
インスピレーションを 
得る

●   お客さま目線で 
常に問いかける

●   互いを尊重し、 
目標達成に向け 
One PHCで前進する

●   地域、事業、職能を 
超えて多様な考えを 
受け入れ、共創を育む

●   倫理的な行動を 
最優先する

●    誠実性、公正性、 
透明性を厳守する

●   自己の潜在能力を 
解き放つ

●    新しい挑戦に向け、 
お互いを励まし合う

ビジョンと価値観の意味合い・位置づけ
■

ＰＨＣグループは、2024年11月に、「中期経営計画2027」の発表
とともに、新たなビジョン「精緻な技術でヘルスケアの未来を切り拓
くリーダーとなる」を策定しました。
私たちの強みは、当社の源流である松下寿電子工業をはじめ、グ
ループ各社が歴史の中で受け継いできた、基礎研究から開発・設計、
そして製品・サービスを安定的な品質で製造・提供するプロセス全
体に宿る精緻な技術です。その強みを活かして、医療従事者や研究
者の皆さまの活動を支えながら信頼を築き、共創を重ねることで、高
品質な医療を誰もが身近に享受できる社会の実現に貢献します。こ
うした取り組みを通じて、私たちは医療・ヘルスケアの現場において
「なくてはならない存在」となることを目指します。
また、このビジョンを実現するための価値観を策定いたしました。

これらの価値観は、ＰＨＣグループで働く全ての従業員の行動指針で
あり、目標達成のための基盤となります。
今回の統合報告書では、当社グループの強みである「精緻な技術」

に焦点を当て、さまざまな角度からご説明いたします。
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1.  「One PHC」を、理念から実践へ

2025年度は、2024年11月に新たに公表したビジョンの実
現に向けて「中期経営計画2027」を、実践へ移す1年でした。
中計初年度として、約束したことを一つひとつ実行するととも
に、「One PHC」というスローガンが「宣言」から「実践」へと
動き始めたことに、確実な手応えを感じています。
私は2024年4月に当社グループのCEOに就任して以来、
経営理念、ビジョン、価値観、そして「One PHC」の浸透に力
を注いできました。ＰＨＣグループは、M&Aや事業統合を通じ
て成長した、日本発のグローバルヘルスケア企業です。それ
ぞれの事業会社が異なる文化やバックグラウンド、事業特性を
持ち、それらを大切にしながら成長してきたことは、当社グ
ループの大きな財産です。一方で、個社ごとの際立った特長
ゆえ、ＰＨＣグループ全体としてどのような会社を目指すのか
が見えにくいという課題もありました。
私は、ＰＨＣグループとしての立ち位置を明確に定義し、事
業領域や地域を越えて多様な知見・資源を結集する共創基盤
の構築に取り組んできました。
当社グループは、医療・ヘルスケア分野における「モニタリ

ング（予防・予後・管理）」「検査 /診断 /治療」「研究開発」の各
領域で、多くのお客さまやエンドユーザーの方々とのさまざま

なタッチポイントを持っています。これらを有機的につなげる
ことで、より大きな価値を生み出せると考えています。
そのために、私はCEOに就任してからの2年間、欧州、米国、

アジア、日本など約10か国の主要拠点を訪問し、延べ1,000

名を超える従業員と直接の対話、ラウンドテーブルを行ってき
ました。現地でのタウンホールやラウンドテーブルでの対話を
通じ、一方的な発信ではなく、経営層が発信する方針が現場
にどこまで届いているのか、又齟齬が出ていないかを確かめ
るとともに、本社からは見えにくい現場の課題や、従業員一人
ひとりの思いを吸い上げるためです。経営の目線と現場の肌
感覚を双方向に可視化することが、対話の大きな目的です。
会社が向かう方向、それが自分にとってどのような意義を持つ
のか。そして、自分が担う仕事がどう貢献できるのか。従業員一
人ひとりが腹落ちしたとき、当社グループの約9,000名の人財
の力は事業の大きな推進力になります。2024年、2025年は、
そのための土台づくりに取り組んできた2年間でもあります。
また、主要な製造拠点を自分の目で見ることも重視してきま

した。北米、日本、インドネシア、中国などの主要工場を訪問
し、実際にモノづくりの現場に触れ、実感したのは、ＰＨＣグ
ループが持つ技術力です。同時に、そこで培われた技術をど
のように日本から世界へ展開していくかを考える上でも、大き
な学びがありました。
当社グループの全従業員向けに、毎月実施している「グロー

「この領域にＰＨＣグループあり」を目指して

ＰＨＣホールディングス株式会社
代表取締役社長
最高経営責任者（CEO）
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バル・タウンホールミーティング」では、グループ全体の最新の動き
に加え、当社グループの価値観に基づく実践事例や、事業の垣根を
超えたシナジー事例を毎回共有しています。「One PHC」を理念とし
て語るだけでは、組織は変わりません。日々現場で起きる様々な変
化や成果を可視化し、他の事業や地域に広げていくことが、機動力
の高い組織文化の醸成には不可欠だと考えていたからです。
例えば日本では、近接する営業拠点の集約化により、現在のライ

フサイエンス事業を構成する旧診断薬事業と旧バイオメディカ事業
間の情報連携が進み、クロスセルなどの具体的な成果や展示会への共同出展につながりました。この取り
組みを「グローバル・タウンホールミーティング」で紹介したことをきっかけに、海外拠点で同様の取り組み
に対する機運が高まりました。英国では病理事業と旧バイオメディカ事業（現：ライフサイエンス事業）のメ
ンバーが自発的に合同チームを立ち上げ、新たな収益を生み出しています。
このように事例の可視化や共有を頻繁に行うことで、他の事業部の中でも「シナジーの創出には、まず従
業員の意識付けが肝要」「着手できる案件は幾らでもある」という認識が広がっていきました。「個社の最適
化」から、「グループ全体で価値を生み出す」方向へ。そうした波及効果が見え始めたことは、2025年度の
大事な一歩だったと考えています。
このような変化は一度の発信で起きるものではありません。簡潔、かつ納得性のあるメッセージを、繰り
返し伝え続けることが重要だと思っています。2024年は、自分が一人で旗を振っているように感じる場面も
ありましたが、広報や人事をはじめとするメンバーが伴走し、発信を支え続けてくれたことで、2025年には
各事業・各拠点のメンバーそれぞれが自ら動き始めました。この変化に大きな手応えを感じています。

2. 従業員の声を、組織の変化に生かす

毎年実施しているエンゲージメントサーベイにも、2025年度は約9,300名が参加し、86,000件を超える
コメントが寄せられました。これほど多くの声が集まった事実は、ＰＨＣグループをより良くしたいという従業
員の強い意志の表れだと思っております。
この数年、当社グループでは事業統合や組織再編が続き、上司や同僚との信頼関係構築において難しい局
面もありました。しかし、人事部門を中心に各現場で地道な対話や研修を積み重ねてきた結果、上司・同僚間
のコミュニケーションには着実な改善が見られています。一方で、経営層との対話や個人のキャリアパス形成、
サーベイ結果に基づく改善アクションの可視化等は、依然として重要な経営課題であると認識しています。

エンゲージメント向上に向けた取り組みは、サーベイのスコアを上げるための活動ではありません。従業
員が自らの仕事に誇りとやりがいを感じ、会社の志に共感しながら、主体的に能力を発揮できる土壌を築く
ことにあります。こうした人的資本への投資こそが、持続的な業績向上と企業価値の向上に繋がるものと考
えています。

3. 「中期経営計画2027」初年度の進捗と成長基盤の強化

「中期経営計画2027」の初年度である2025年度は、強固な経営の基盤構築に向けた重要な1年でした。
2025年度の売上収益は3,644億円、営業利益は227億円に達し、いずれも前年を上回り上場以来の最高
値を更新いたしました。為替の好影響はありましたが、営業利益は期中に上方修正した業績予想を更に上回
る着地となりました。中計初年度において、ステークホルダーの皆さまへの公約を着実に実行できたこと
は、将来の成長に向けた重要な一歩です。「掲げた目標に対し、着実に実行し、成果につなげる」これこそが
経営者として果たすべき責務だと考えています。
本中期経営計画では、2027年度までの3年間で取り組むべき優先事項を以下の三点に集約しています。

1. 収益基盤強化のための構造改革
2. ポートフォリオ管理強化
3. 診断・ライフサイエンス領域への注力

構造改革では、2027年度までに80～120億円の利益改善を目指す中、2025年度は31億円の効果を創
出し、計画を順調に遂行しています。施策は、営業所や倉庫の集約、組織の一体化、グローバル調達の推進
など、多岐にわたります。調達活動では、個社単位での個別最適からグループ全体の共同調達へ視点を広
げ、開発の初期段階から調達部門が参画することで、性能とコスト競争力を両立させる動きも出てきました。
ポートフォリオ管理強化では、ROICと成長性の2軸で事業を見直し、経営資源の最適配分を行うことで、
持続的な企業価値向上を目指しています。

2025年度はROICの算出・管理手法の整備を進め、2026年度からは、事業単位でのモニタリングを強化
しています。その取り組みの一環として2025年度には、持続血糖測定（CGM）システム「Eversense®」の
販売事業を譲渡しました。「Eversense®」は高い成長の可能性を有する製品であり、当社グループとしても
継続的な投資を行ってきました。しかしながら、将来的に必要となる投資規模や期待されるリターンを慎重
に見極めるとともに、グループ全体として重点的に取り組むべき領域との整合性を総合的に判断した結果、
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事業譲渡を決定しました。
イノベーションへの挑戦や将来への夢を持ち続けることは企業成長の原動力です。一方で、限られた経営
資源をどの領域に投入することがグループ全体の持続的な成長につながるのかを見極めることも、経営の
重要な責務です。本件は、ポートフォリオ管理強化の方針に基づく具体的な施策であり、資本効率と成長性
を両立させる経営への転換を象徴する取り組みであると考えています。
成長に向けた取り組みとしては、2026年4月にはグループの成長を支える中核技術の創出を担う「コアテ

クノロジー研究所」を設立しました。当社グループには、コア技術であるセンシング、流体制御、検体 

処理・保存・培養、デジタル化などの高度な技術があります。同研究所を起点に、診断・ライフサイエンス
領域を中心とした次世代技術の開発を推進し、新たな成長機会の創出と中長期的な企業価値向上につなげ
ていきます。
バイオメディカ事業（現：ライフサイエンス事業）は、超低温フリーザーやCO2インキュベーターなど、長
年にわたり研究・医療現場から高い信頼を獲得してきた製品群を有しています。一方で、これらの製品は耐
用年数が長く、更新需要のサイクルも比較的長期にわたることから、将来の成長を支える新たな事業基盤
の構築が重要な課題となっています。このため、今後は消耗品やサービスなどのリカーリングビジネスの拡
大を進めるとともに、細胞・遺伝子治療（CGT）領域やデジタルパソロジーなど、高い成長が期待される分
野への展開を加速していきます。それには、事業ごとの技術や知見を繋ぎ、グループ全体で技術開発を推
進する体制が欠かせません。「コアテクノロジー研究所」の設立は成長分野への投資の一環です。この「コ
アテクノロジー研究所」を中心に、次の成長につながる技術開発を進めていきます。

4. 危機対応の中で見えた、「One PHC」の力

2025年度は、事業環境の不確実性が一段と高まった1年でもありました。米国市場では政府による研究
関連補助金の削減を背景に研究需要が低迷したほか、米国における関税政策の影響により、当社グループ
にも大きな影響を及ぼす可能性がありました。特に関税への対応は、収益への影響を最小限に抑えるため、
生産体制そのものの見直しが求められる重要な経営課題でした。しかし、生産拠点間で製造品目を移管する
ことは容易ではありません。設備、人財、品質保証、薬事対応、物流、サプライチェーンなど、多様な要件を
同時に満たしながら、最適な生産体制を構築する必要があるためです。
こうした状況の中で、グローバルの製造拠点や各事業部のリーダーが主体的に行動を起こしました。どの
拠点に生産余力があるのか、どの製品で生産移管が可能か、またキャパシティや人件費、輸送コスト、サプ
ライチェーン上の制約を踏まえながら、グループ横断で最適な対応策を検討しました。その結果、数か月と

いう短期間で生産体制の再構築を実現し、環境変化への迅速な対応につなげることができました。
具体的には、中国から米国へ、英国からインドネシアへと生産の一部を移管するとともに、中国市場向け
製品については現地生産化を進め、市場の要請への対応にも取り組みました。これらの施策は、各拠点と事
業部が連携し、「どうすれば実現できるか」という視点で課題解決に取り組んだ結果であり、品質保証や薬事
申請対応なども含めて、スピード感を持って実行されました。
私は、この一連の取り組みに当社グループが掲げる「One PHC」の真価を見ています。特定の事業が外
部環境の影響を受けた際に、グループ全体で知恵とリソースを結集し、最適な解決策を導き出す。個別最適
ではなく全体最適の視点で行動し、限られた経営資源をグループ全体の成長に向けて活用する姿勢が、着
実に組織文化として根付いてきたことを実感しています。
危機そのものは望ましいものではありません。しかし、予測困難な環境変化に直面した時こそ、組織の真
の力が試されます。関税対応は、当社グループにとって非常に厳しい経験でしたが、今回の経験を通じて、
各事業部が外部環境の変化を敏感に察知し、自律的に先を読み、互いに補完しながら行動するマインドセッ
トが培われました。2025年度は、その力、「One PHC」の力を改めて確認できた1年でもありました。

5. 精緻な技術を、次の成長につなげるために

当社グループの競争力の源泉は、長い歴史の中で培ってきた「精緻な技術」にあります。松下寿電子工業
時代から受け継がれてきたモノづくりの力を基盤に、血糖センサ技術をはじめとする高精度な測定技術、ラ
イフサイエンス機器、診断機器、さらには医療DXを支えるソフトウェアやサービスなど多様な技術・ノウハ
ウを蓄積してきました。これらは、当社グループが持続的な成長を実現するうえでの重要な資産であり、他
社との差別化を支える強みです。
その象徴的な成果の一つが、2024年に上市したライブセル代謝分析装置「LiCellMo™」です。「LiCellMo™」

は、旧診断薬事業が持つセンサ技術と、旧バイオメディカ事業の機器開発の知見を融合することで生まれた
製品です。細胞の代謝をリアルタイムで測定できることを特徴としており、従来の定点測定では捉えきれな
かった細胞の変化を、CO2インキュベーターから取り出すことなく連続的に把握できます。サンプルの出し入
れに伴うコンタミネーション（異物や雑菌の混入）リスクも低減し研究開発の効率化と品質向上に寄与します。
こうした技術シナジーから生まれたイノベーションは、2025年度において国際的な評価を獲得するなど、
当社グループの技術力を示す成果となりました。
ＰＨＣグループにはまだ十分に活用しきれていない技術や知見が数多くあると感じています。
今後は、それらの技術資産を発掘し、事業や地域を越えて繋ぎ、新たな製品やサービスの創出に結び付
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けていくことが、次の成長に繋がると考えています。
当社グループは、複数の事業領域において高い市場ポジションを築いています。国内のヘルスケア ITソ

リューション事業では、クリニック向け電子カルテシステム、クリニック・病院用レセプトコンピュータはシェ
ア第1位※1、ライフサイエンス事業では、超低温フリーザーなどでグローバル第2位※2の市場シェアを有し
ています。
私たちの製品・サービスの品質がお客さまから評価をいただいた証であり、今後さらに「この領域にＰＨＣ

グループあり」と言われるための基盤でもあります。
更に、「LiCellMo™」や、デジタル病理ソリューション、ヘルスケア ITソリューション事業のコールセンター

など、当社グループの製品・サービスは、さまざまな分野で外部から高い評価をいただいており、数々の受
賞歴があります。こうした受賞は、私たちの技術やサービスが世界で通用することの証左です。こうした評
価を励みに、事業や地域を越えて技術や知見を繋ぎ、より大きな価値の創出へと結び付けていきます。

※１：【出典】 株式会社富士経済「2022年 医療連携・医療プラットフォーム関連市場の現状と将来展望」より2020年企業シェア・数量ベース レセプ
トコンピュータ（ＰＨＣ実績）

※２：【出典】 “Global Assessment of Life Science Lab Equipment Market 2025, Frost & Sullivan”

6. サステナビリティへの取り組みを、企業価値と成長機会の推進力に

2025年度は、サステナビリティへの取り組みも着実に進めました。ノンフロンの超低温フリーザーや、電
力・水の使用を抑える製品群は、環境負荷の低減に貢献する主力商品群です。当社グループはサステナビ
リティへの取り組みを、持続的な成長を支える経営基盤と位置付け、事業と一体となって進めています。
2024年度に整備したESGデータ収集基盤及びグループ横断の取り組みにより、2025年度はSBT認証を計
画どおり取得しました。また、EcoVadis及びCDP評価では、「中期経営計画2027」の2027年度目標水準
を2年前倒しで達成することができました。こうした取り組みは外部からの評価向上にとどまらず、入札・受
注機会の拡大にもつながっています。さらに、ノンフロン超低温フリーザーや省電力・節水性能に優れた製
品群は、お客さまの環境負荷低減に貢献するとともに、当社グループの競争力向上にも寄与しています。

7. 高齢化、医療人財不足、AI時代にＰＨＣグループが果たす役割

私たちを取り巻く事業環境は、大きな変化の局面を迎えています。世界的な高齢化の進展と長寿化に
伴い、糖尿病をはじめとする生活習慣病、がん、循環器疾患、認知症などの患者数は増加し、医療ニーズ

は今後さらに拡大していくことが見込まれます。一方で、生産年齢人口の減少により医療従事者の不足は
深刻化しており、限られた医療資源の中で質の高い医療を持続的に提供することが、社会全体の重要な
課題となっています。
こうした課題は病理領域においても顕在化しています。病理医不足や長時間労働が深刻な課題となる中、
診断業務の効率化と品質向上を両立するワークフローの高度化が求められています。診断に関わる業務の
負担を軽減しながら、より迅速かつ高精度な診断を実現することは、医療従事者の働き方改革のみならず、
患者さんへのより良い医療の提供にも直結します。
当社グループは、これらの社会課題に対し、機器、ソフトウェア、デジタル技術、AI、データを融合したソ

リューションの提供を通じて、持続可能な医療・ヘルスケアの実現に貢献していきます。医療・ヘルスケア
の現場における多様な接点と、長年培ってきた精緻な技術基盤を活かし、医療従事者の業務効率化や負担
軽減、人的ミスの低減を支援することで、診断・治療の質向上に取り組んでいます。
今後も、限られた医療人財の中でも、必要な医療を必要とする人へ届けられる環境づくりを支えるととも

に、医療の質とアクセスの向上、医療コストの適正化を実現し、社会課題の解決と企業価値の向上を両立す
る持続的な価値創造を推進していきます。

8. 世界の中で「この領域にＰＨＣグループあり」と言われる会社へ

私たちは、ヘルスケア領域において「この領域にＰＨＣグループあり」と世界中のお客さまから認識される
企業を目指しています。超低温フリーザーやクリニック向け電子カルテをはじめ、当社グループの製品群は
お客さまから高い評価と信頼をいただいています。しかし、私たちは現状に満足しているわけではありませ
ん。長年培ってきた技術力や専門性、そしてグローバ
ルに展開する事業基盤には、まだ十分に社会へ届けら
れていない価値や可能性が数多く存在すると考えてい
ます。
今後は、それぞれの事業や地域で培われてきた強み

を結び付け、技術や知見の融合を進め、新たな価値創
造を加速していきます。
医療・ヘルスケア分野において、「この領域にＰＨＣグ
ループあり」と言われる存在を目指し、挑戦と変革を続
ける当社グループにぜひご期待ください。
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ＰＨＣグループの歴史と技術の進化
医療従事者や研究者の皆さまを支える存在として、私たちＰＨＣグループは長年にわたり医療・ヘルスケアの発展
に貢献してきました。創業以来培ってきた歴史とモノづくり力を融合させ、常に高品質で信頼される製品・サービ
スを提供し続けています。

1962
株式会社ヤトロン設立、血清トランスアミナーゼ（GOT・GPT）測定用試薬を発売（後の診断薬事業）

1991
糖尿病マネジメント事業開始
（松下寿電子工業）

1969 

松下寿電子工業
株式会社として
設立

2010 

パナソニック 
ヘルスケア 
株式会社に
社名変更

2014 

パナソニックグループより
カーブアウトし、パナソニック 
ヘルスケアホールディングス
株式会社として事業開始

2021 

ＰＨＣホールディングス株
式会社が東京証券取引
所市場第一部へ上場※1

2018 

パナソニックヘルスケア
からＰＨＣにコーポレート
ブランドを変更、事業ブ
ランドを制定

2019
株式会社生命科学インスティテュートから
株式会社 LSIメディエンスの全株式を取得

1941 

Miles Laboratoriesにて血糖測定製品販売開始

1972 
三洋電機株式会社にて医科システム事業開始

1966 
三洋医用機器販売株式会社にて薬用保冷庫販売開始

2016
Bayer AGより糖尿病ケア事業を 
買収・統合し、Ascensia Diabetes 
Care Holdings AGを設立

2023
メディフォード株式会社事業開始※3

※１ 2021年10月14日に新規上場（証券コード 6523 東証プライム）
※2 ＰＨＣ株式会社メディコム事業部とＰＨＣメディコム株式会社を統合
※3  株式会社 LSIメディエンスの治験事業を同社の子会社に承継し、Ｐ
ＨＣホールディングス株式会社の子会社化

バイオメディカ事業 当社グループにて事業開始

メディコム事業 当社グループにて事業開始

2012
三洋電機株式会社のヘルスケア事業部門を統合

2023
ＰＨＣ株式会社及び株式会社 LSIメディエンスの診断薬事業を統合

2018
PHCbiブランド開始

1975
株式会社メディカル
サイエンス設立、 
臨床検査事業開始 1977

株式会社三菱化成安全科学研究所設立、 
非臨床試験受託サービス開始（後のCRO事業）

2007
三菱化学メディエンス株式会社発足 
（後の LSIメディエンス）

2023
ウィーメックス株式会社事業開始※2

2026
CGMシステム Eversenseの販売事業
をSenseonics Holdings, Inc.に譲渡

2026
バイオメディカ事業と診断薬事業を 
統合、ライフサイエンス事業発足

2000- 2010- 2015- 2020- 2025-1960-

2020
Senseonics Holdings, Inc.と提携、
CGMシステム Eversenseの販売事業
を開始

1937
Shandon/Thermo Bio Analysis イギリスで創業

2019
Thermo Fisher Scientific Inc.より病理事業を
買収・統合し、Epredia Holdings Ltd.を設立

糖尿病
マネジメント
事業

臨床検査
事業

CRO
事業

病理事業

ライフ
サイエンス
事業

ヘルスケア
ITソリュー
ション事業
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ＰＨＣグループの歴史：モノづくりと精緻な技術の軌跡

1969
初の携帯型
血糖測定器 
発売

1972
レセプト
コンピュータ
販売

1980
保険薬局用
コンピュータ
発売

1999
電子カルテ
システム発売

2007
レセコン一体型
電子カルテ
システム発売

2025
完全クラウド型
電子カルテシステム
発売

2020
COVID-19 mRNAワクチン
保存に世界中で当社製品が
採用、普及に貢献

1998
真空断熱材VIP搭載
超低温フリーザー
発売

1982
ラテックス凝集法光学的
免疫測定装置「LPIA-1」
発売

2007
6種の測定方法搭載の
「全自動臨床検査システム
STACIA」発売

2009
H2O2除染機能付き
CO2インキュベーター
発売

2014
内箱・棚受一体型
CO2インキュベーター
発売

2019
簡単な操作性で4種の測定法を
搭載する「全自動 血液凝固検査
システム STACIA CN10」発売

1984
CO2インキュベーター
発売

1988
後に業界スタンダードとなる
スライドガラス
「SuperFrost PLUS」
発売

2005
CLEIA法を用いた
迅速小型高感度機
「パスファースト」発売

2016
救急領域向けに
軽量化した
改良機の発売

2025
画面大型化等、
操作系を刷新した
改良機の発売

2021
継続的イノベーションで
表面の平坦度を33%
改善

2023
環境に優しいレーザー
プリンター用スライドガラス
「SlideMate Laser PLUS」発売
スライドガラス世界シェア1位

1991
電気化学式
自動吸引型
BGM 発売

2003
No Coding技術を採用した
初の自己血糖測定器
CONTOUR®を発売

1991
業界最低温度（国内）
超低温フリーザー
発売

1966
薬用保冷庫
発売

1977
超低温
フリーザー
販売開始

2024
血糖センサ技術を
応用、細胞の代謝
を可視化する
「LiCellMoTM」発売

2026
細胞代謝の測定結
果に基づき自動で
培養制御を行う
「LiCellGrowTM」発売

オンライン資格確認・
電子処方箋の導入支援
等を通して政府の医療
DX推進に貢献

省エネ性能 /デュアル
冷却装置など革新を続け
世界シェア2位、
日本シェア1位を獲得

高精度制御、コンタミ防止、
操作性を追求し、世界シェア2位、
日本シェア1位を獲得

年間30億枚以上の
センサを販売
世界シェア3位

1960年～ 1990年～ 2020年～現在

血糖測定
システム

研究・医療
支援機器

ヘルスケア
IT

病理

診断機器

業界初

業界初

世界初

業界最
低温度

業界初
診断
技術

日本初

日本初

➡開発秘話 2

➡開発秘話 1

➡開発秘話 3

➡開発秘話 4
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細胞医薬品の製造プロセスにおいて、ＰＨＣ独自の In-Lineセンサにより
グルコース・乳酸を連続測定し、自動培養制御によって最適な培養条件
を維持することで、細胞品質の向上・コスト低減・開発プロセスの効率化
に貢献。

血糖自己測定センサの開発で培った In-Lineモニタリング技術を細胞
培養分野へ展開。細胞医薬品製造における品質のばらつきやプロセス管
理の課題解決を目指し、2019年頃から開発を本格化した。

細胞医薬品の開発・製造プロセスの高度化を支援し、コスト低減や開
発サイクル短縮、細胞品質の安定化に貢献。
高品質な細胞医薬品の安定供給を支え、先進的な細胞治療の発展と、

より多くの患者さんへの治療提供の拡大を後押し。

開発秘話 & 新製品フィーチャー

製品概要

技術の系譜：

開発経緯 患者さん・顧客への価値

1969
携帯血糖測定

1991
電気化学式自動吸引型BGM

2003
CONTOUR® No Coding技術

2024
ライブセル代謝分析装置
（LiCellMoTM）

2026
自動培養制御
（LiCellGrowTM）

技術の背景にある人・挑戦・ブレークスルー

技術の系譜を支えた転機

LiCellGrowTM(リセルグロウ )
自動培養装置

歴史に誇る血糖センサ技術が、再生医療の扉を開く
NEW

1985年のプラザ合意による環境変化を受け事業転換の必要性が
高まり、バイオ技術とエレクトロニクスの融合に着手。電極を精密に
制御する量産開発に3年を費やした。「困難な挑戦の連続であった」
と開発者は振り返る。1991年、わずか50gの携帯型測定器が完成。
患者さんが「自分で管理できる」時代の幕を開けた。

「患者さんが自宅で測れる。それだけで、

どれだけの命が救われるか」

「革命的傑作」
50g血糖測定器の誕生

1985-1991 技術
融合 

2020年、COVID-19感染拡大。群馬の工場は24時間体制に切り
替え。mRNAワクチンの保存に不可欠な－80℃フリーザーを世界中
に届けるため、供給体制を迅速に再編した。「社会インフラとしての
責任」を痛感したと現場担当者は語る。

「工場を止めることは、世界のワクチン接種を

止めることと同じだった」

パンデミックと
超低温フリーザーの使命

2020 危機
対応

1960年代、医師の診断に数時間かかっていた用手検査を、ラテッ
クス凝集法装置と試薬で数分に短縮。「患者さんへの答えを待たせ
ない」という信念から生まれた技術は、1982年にLPIA-1として結
実。全自動免疫測定の精度と速度を同時に実現した業界初のブレー
クスルーとなった。

「検査結果を待つ患者さんの顔が、

私たちの原動力です」

業界初ラテックス診断
医師の時間を変えた技術

1966-1982 業界初
診断
技術 

開発秘話 1 

開発秘話 4 

開発秘話 2 開発秘話 3
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技術基盤の強化と持続的な成長に向け、ＰＨＣグループは2026年7月、最高技術責任者（CTO）を設置しました。当社 専務
執行役員 平嶋竜一が管掌する「コアテクノロジー研究所」は、従来の「診断・ライフサイエンスドメインR&D」を、本年４月、
ＰＨＣホールディングス直下のコーポレートR&Dとして拡張。次世代の成長を支える精緻な「コア技術」「周辺技術」と、技術
で描く未来の展望をＣＴＯのメッセージとともにご紹介します。

私は、2026年7月1日付で新たにCTO（Chief Technology Officer）を拝
命しました。今後、当社グループの事業戦略は、「中期経営計画2027」の
フェーズ1の事業基盤強化から、フェーズ2の成長戦略にシフトしていきます。
成長へのアプローチとして、M&A等に代表される非連続のアプローチと、

R&Dなど自社開発による自律成長のアプローチがありますが、過去数年、当
社グループでは、前者に重きが置かれていたと思います。非連続のアプロー
チはもちろん重要ですが、グローバルに医療機器・サービスを提供するヘ
ルスケア企業としての基本に立ち返り、「自社の技術や技術者のスキル、強
みをどう組み合わせ、活かし、どういった製品でお客さまに新たな価値をお
届けするか」という自律成長による成長戦略を一層強化していきたいと考え
ています。
ＰＨＣグループには優れた技術が多数あります。ＰＨＣグループの事業を支
える技術的な強みは、まず、それぞれの技術に共通する土台として、パナソ
ニックなどから引き継いだ「品質に対する高い意識」、「高位平準化されたモノ
づくり」等があります。その上に、コア技術として、酵素電極や光による「セン
シング技術」、多くの機器で活かされている「マイクロ流体・環境制御技術」
と、血液や細胞、検体のプロセッシング技術と保存・培養技術、医療 ITを支
える「デジタル化の技術」等があります。そして、それらを取り巻く周辺技術
として、様々なテクノロジー・ノウハウがあります。
これらのコア技術、周辺技術は、「デバイス・インストゥルメンツ」、「バイオ・
ライフサイエンス」、「データ・アナリティクス」の3つの領域に大別されます
が、そうした精緻な「コア技術」、「周辺技術」により、当社の製品・サービス
がかたち作られ、お客さまにお届けする価値を実現しています。
今後、これらの技術を組み合わせて新製品開発を加速し、「創薬支援」や

「個別化医療」の発展に向けて、お客さまに提供できる価値を充実させてい
きたいと考えています。長年培ってきた技術群をベースに、ＰＨＣグループな
らではの成長戦略を加速していきます。

ＰＨＣホールディングス株式会社
専務執行役員
最高総務責任者（CAO）
最高人事責任者（CHRO）
最高技術責任者（CTO）

平嶋 竜一

CTOメッセージ

ＰＨＣグループの

優れた技術を成長に

デ
バ
イ
ス
・
イ
ン
スト
ゥル
メン
ツ　
　　

　　
　　
　　
　　
　　　

     バイオ
・ライフサイエンス　　　　　　　　　　　　　　　　

  デ
ー
タ
・
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス

品質への高い意識、高位平準化されたモノづくり、多様な専門性による共創
生産技術

（Roll to Roll） アセンブリ 生産革新
グローバルな
技術法規
対応

世界水準の
品質マネジメント
システム

POCT

がん診断

温度管理
細胞培養 臨床検査

試薬

オミックス
解析

診療報酬
改定対応

病理 臨床試験
サポート

グルコース・
乳酸測定

アルゴ
リズム設計・
アプリケー
ション開発

外部環境の変化
創薬支援及び個別化医療

ファウンデーション

成長の方向性

医療の質の
向上の必要性

CGT等の
技術の進展

医療費の抑制の
必要性

規制・法規の変化

医療のグローバル化

高齢化の進展

AIの進展、
普及

「治療」から「予防」へ
のシフト

医療従事者の不足

「ボリュームベース」から「バリューベース」へ

センシング

デジタル

検体処理
・保存

コア技術

周辺技術

マイクロ
流体・
環境制御

製品・サービス
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At a glance 

4,162件

3,644億円
グローバルに事業を展開

125以上の国・地域
世界での豊富な販売実績

80社
グローバルネットワークを構築

ＰＨＣグループで保有する 
登録特許件数※2

※1 2025年度、為替レート：１ユーロ€＝175円 /１US＄＝151円
※2 2026年3月末時点 
※3 ＰＨＣホールディングス株式会社を含まない（2026年3月末時点）

ＰＨＣグループは、日本発のグローバルヘルスケア企業として、さまざまな製品・サービスを世界中に提供しています。
人々の健康を世界中で支える、当社グループの特長や強みを数字でご紹介します。

連結売上収益※1

事業展開※2

グループ会社数※3 地域別売上収益構成※1

日本海外 61％39％

8,647名
多様な人財が活躍

連結従業員数※2

海外比率
58％ 日本

42％

欧州
25％

北米
21％

その他
12％
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